
建昌小学校

〇 家庭学習の基本的な考え方

★ 系統性のある家庭学習になるようにしている。
⑴ 全学年の家庭学習の内容についての周知（保護者へ）
⑵ 職員間での共通理解や学年間での内容確認

★ 家庭との連携を図るようにしている。
⑴ 音読カードへのサインや自学帳へのサインによる見届け
⑵ 答え合わせ（低学年で解答を配付した場合）

★ 家庭学習での振り返りを行うようにしている。（高学年）
⑴ 何の学習を行うかの計画立て
⑵ 家庭学習の内容に対する振り返り

〇 工夫した点

★ポイント
⑴ 指導計画の中に家庭学習で行う『調整タイム』を位置付けた。
（授業６時間＋調整タイム１時間の計７時間の指導計画に変更）
⑵ 学びの一覧表や教師の働きかけによる調整タイムの内容の自己選択・自己決定
⑶ 目的意識をもった調整タイムとなるようなテキストの工夫

「家庭学習ＭＧＣ」実践例
【小学６年生 社会のＭＧＣ】

「自己の学びを調整，持続するために，単元全体をふり返った家庭学習」

（様式１）

〇 ＭＧＣの取組

自由進度学習用の学びの一覧表に
調整タイムを位置付け，重要語句，
ルーブリックなどを明記することで，
理解不足の点やさらに調べたい内容を
捉えやすくした。

＜子供が取り組んだ主な
調整タイムの内容の分類＞

⑴ 自分の問い
⑵ 教師からの問い
⑶ 授業で詳しく調べられな
かった内容

⑷ 授業で理解不足の内容
⑸ 単元全体をまとめる内容

【自分の問いをもとにしためあて・学習内容・理由】

【教師からの問いをもとにしためあて・学習内容・理由】

【単元全体のまとめを意識」しためあて・学習内容・理由】

【学びの一覧表の一部】

【調整タイム振り返り】

＜テキスト
の工夫＞
・めあて
・学習内容
・その学習
を行う理由
・振り返り

子供が自分で構成する
スペース

右：家でもがんばるぞカード（家庭学習の
定着と学習の様子を振り返る目的）
左：学年ごとに家庭学習の内容を揃え，系
統性のある家庭学習にし，保護者に内容を
周知したもの

【目的をもった自学帳へ】


